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Abstract

Theshorted-MSAs (SMSAs)havebeenstudiedbymanyresearchersrll～F41becauseoftheirunique
electromagneticfeature.Astacked-MSA,whichisaneffectiveelementasasmallandplanarantenna,iscomposedoftwo
SMSAelementswithaslit.Inordertoverifytheperfわrmancesoftheseantennas,somestackedrSMSAswereconstructed
andtestedattheL一七and.As resultsofexperiments,satisfactoryperformanceswereachievedinthereturnlossandradiation
pattemforthetestantennas･

1.はじめに:
本稿では､片側短絡型MSAHl～[3]にスリットを装荷す

る小形アンテナf41に着日し､この小形アンテナをスタ

ック化するスタック化短絡型スリット装荷MSA(以後､

Slacked-SMSA)を考察対象に選び､そのスリット長が

放射特性に与える影響につき検討を加え､設計基礎資

料を得たのでここに報告する｡

2.本 論 :
図1に本供試Stacked-SMSAの基本構成を示す｡これ

は小形化に有効なスリット装荷短絡型MSAをスタッ

ク化し､2周波共用特性もしくは､広帯域特性を実現
しようとするものである｡ここでは､上下素子のスリ

ット長を制御し,各種シミュレーションを行った｡な

お､シミュレーションにはFDTD法を用いた｡給電方
法としては上部または下部放射素子を励振する方法

が考えられるが､ここでは構成上の容易さに着目し､

上部放射素子を励振させる上部給電方式を採用した｡

図2に上下のスリット長15を(JS/A)-90%と設定し
た場合のリターンロス特性の一例を示す｡図のごとく

2つの周波数領域において共振特性がみられ､2周波
共用特性が実現された｡また､図3に上下のスリット
長左 と共振周波数の関係を示す｡これにより放射部に
おけるそれぞれのスリット長を長くすることにより､

低域(//)および高域側(fA)の共振周波数が低下し
小形化が達成されたことが確認された｡

3.むすび :
本稿では､Stacked-SMSA素子に着日し､そのスリッ
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図1供試アンテナの基本構成
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ト長について検討を加え､この種のアンテナ系の小形

化に関する設計基礎資料を得､併せて､この種のアン

テナ系が小形平面アンテナとして有効な素子となる
ことを示した｡
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図2 リターンロス特性の一例 (/i/Zl=90[%‖
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(a) 低域共振周波数(fi)
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(b) 高域共振周波数(氏)

図3 スリット長ノ∫と共振周波数との関係
(foはJs=0時の低域または高域の共振周波数)
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